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八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
飯
野
朋
美
解
題
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
は
、
朝
倉
治
彦
氏
に
よ
り
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
下
巻
を
独
立
さ
せ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
１)
。『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
諸
版
は
明
暦
二
年
(
一
六
五
六)
版
、
寛
文
六
年
(
一
六
六
六)
の
松
会
版
(
絵
入
り)
、
同
じ
く
松
会
版
で
刊
年
が
無
い
も
の
、
延
宝
二
年
(
一
六
七
四)
版
(
絵
入
り)
の
四
種
が
あ
る
と
い
う
。
寛
文
六
年
の
松
会
版
に
つ
い
て
、
朝
倉
氏
は
未
見
と
し
つ
つ
、
『
松
会
目
録』 (
２)
四
六
番
に
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
さ
れ
た
。
柏
崎
順
子
氏
編
『
増
補
松
会
版
書
目』
に
は
、
寛
文
六
年
の
項
に
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
一
冊
が
立
項
さ
れ
(
３)
、
所
在
項
目
に
雲
泉
、
柳
沢
昌
紀
氏
の
名
が
挙
が
る
と
と
も
に
柳
沢
氏
蔵
本
の
刊
記
図
版
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
に
は
、
寛
文
四
年
の
山
本
九
左
衛
門
版
と
、
寛
文
十
年
の
本
問
屋
版
(
絵
入
り)
の
二
種
が
あ
り
、
両
者
と
も
に
江
戸
版
で
あ
る
。
市
古
夏
生
氏
は
、
明
暦
二
年
刊
の
『
浄
土
要
文
抄』
は
、
寛
文
四
年
刊
の
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
で
、
刊
年
は
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
初
版
と
目
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
４)
。
さ
ら
に
、
明
暦
二
年
刊
の
『
浄
土
要
文
抄』
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
三
九
大
妻
国
文
第
48
号
二
〇
一
七
年
三
月
と
同
年
刊
の
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
は
刊
記
の
刊
年
の
字
体
が
同
一
で
同
版
で
あ
る
こ
と
、
摺
刷
の
状
態
、
刊
年
と
前
者
に
の
み
記
さ
れ
る
書
肆
名
及
び
居
住
地
と
刊
年
が
一
筆
で
極
め
て
調
和
の
と
れ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
よ
り
も
先
に
『
浄
土
要
文
抄』
が
出
版
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
文
四
年
の
山
本
九
左
衛
門
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
は
目
録
題
が
｢
浄
土
要
文
抄
目
録｣
と
な
っ
て
お
り
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
下
巻
に
改
変
を
加
え
た
の
で
は
な
く
、
明
暦
二
年
刊
の
『
浄
土
要
文
抄』
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
テ
キ
ス
ト
に
し
て
新
た
に
刻
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
た
。
以
下
、
市
古
氏
の
ご
指
摘
を
ま
と
め
て
記
す
。
①
明
暦
二
年
に
出
版
さ
れ
た
の
は
『
浄
土
要
文
抄』
で
あ
り
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
で
は
な
い
。『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
出
版
は
、
松
会
版
の
存
在
を
考
慮
す
れ
ば
、
寛
文
六
年
以
前
。
②
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
初
版
は
明
暦
二
年
の
年
記
を
持
つ
。
こ
れ
以
前
に
初
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
な
ら
、『
浄
土
要
文
抄』
の
版
木
を
流
用
す
る
必
要
は
な
い
。
③
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
下
巻
は
『
浄
土
要
文
抄』
の
内
容
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
版
本
の
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
成
立
も
『
浄
土
要
文
抄』
出
版
の
明
暦
二
年
以
後
の
こ
と
。
④
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
阿
弥
陀
裸
物
語』
と
い
う
写
本
は
、
版
本
で
い
う
上
巻
の
み
で
話
を
簡
潔
さ
せ
て
お
り
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
は
本
来
上
巻
の
み
で
あ
っ
た
が
、
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
そ
れ
に
手
を
加
え
、
下
巻
に
『
浄
土
要
文
抄』
を
配
し
て
二
巻
組
織
に
し
た
と
い
う
可
能
性
が
か
な
り
強
い
。
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
上
巻
は
小
笹
少
将
と
一
休
禅
師
の
問
答
体
形
式
、
下
巻
は
少
将
の
四
十
九
日
に
墓
参
し
た
者
が
、
さ
る
上
人
に
浄
土
門
の
要
諦
を
聞
く
と
い
う
独
白
講
述
の
形
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
違
い
は
、
市
古
氏
が
指
摘
さ
れ
た
成
立
事
情
に
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
青
山
忠
一
氏
は
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
下
巻
に
つ
い
て
、
浄
土
宗
の
長
老
が
『
法
然
上
人
一
枚
起
請
文』
と
『
善
導
大
師
発
願
文』
の
詳
細
な
説
明
を
行
う
こ
と
、
一
方
的
な
長
老
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
に
終
始
す
る
こ
と
か
ら
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
の
制
作
意
図
が
四
〇
浄
土
宗
教
義
の
宣
布
に
あ
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
(
５)
。
と
こ
ろ
で
、
稿
者
は
近
時
、
書
型
の
小
さ
な
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
を
入
手
し
た
。
朝
倉
、
市
古
両
氏
が
示
さ
れ
た
諸
版
と
は
異
な
る
一
本
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
版
種
と
思
わ
れ
る
の
で
、
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
は
略
解
題
を
示
す
。
飯
野
蔵
特
小
本
一
冊
。
表
紙
後
補
薄
縹
色
卍
繋
ぎ
地
に
蓮
華
唐
草
文
様
空
押
、
一
二
・
一
×
八
・
九
五
糎
。
匡
郭
四
周
単
辺
、
一
〇
・
八
五
×
八
・
一
糎
。
本
文
毎
半
葉
七
行
、
行
十
五
字
内
外
、
漢
字
平
仮
名
交
り
、
読
仮
名
・
濁
点
・
句
読
点
( .
。)
付
刻
、
各
注
頭
に
▲
あ
り
。
柱
刻
｢
か
ん
丁
付｣
。
第
一
・
二
丁
の
丁
付
は
判
読
で
き
ず
。
第
三
丁
以
下
｢
三
(
〜
二
二
、
二
二
、
二
三
、
二
五)｣
。
尾
題
｢
か
ん
き
ん
抄
終｣
。
丁
数
二
十
五
丁
。
刊
記
最
終
丁
ウ
本
文
の
後
に
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
四
一
巻
末
巻
頭
寛
文
六
丙
午
年
仲
夏
八
文
字
屋
八
左
衛
問ママ
板
備
考
天
地
及
び
背
を
裁
断
し
、
綴
じ
直
し
た
か
。
現
状
で
は
特
小
本
だ
が
、
も
と
は
小
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
版
は
、『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
下
巻
の
後
半
部
分
だ
け
で
一
冊
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
青
山
氏
の
ご
指
摘
の
ご
と
く
、『
法
然
上
人
一
枚
起
請
文』
と
『
善
導
大
師
発
願
文』
の
説
明
か
ら
な
っ
て
い
た
下
巻
か
ら
、『
善
導
大
師
発
願
文』
の
箇
所
の
み
を
分
離
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
浄
土
宗
教
義
の
宣
布
を
意
識
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
版
元
の
八
文
字
屋
八
左
衛
門
は
、
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
京
都
に
お
い
て
、
近
世
前
期
か
ら
中
後
期
に
か
け
て
出
版
活
動
を
展
開
し
た
版
元
で
あ
る
。
神
谷
勝
広
氏
は
、
八
文
字
屋
最
古
の
刊
行
書
に
つ
い
て
、
慶
安
四
年
(
一
六
五
一)
刊
の
『
武
将
花
押
集』
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
(
６)
。
ち
な
み
に
、『
武
将
花
押
集』
は
、『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表』
で
は
『
判
尽』
と
し
て
立
項
さ
れ
て
い
る
(
７)
。
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
と
同
時
期
の
同
書
肆
に
よ
る
出
版
活
動
に
つ
い
て
は
、
若
月
保
治
氏
が
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究』
に
お
い
て
、
明
暦
か
ら
寛
文
頃
の
浄
瑠
璃
正
本
刊
行
数
を
十
九
種
と
示
さ
れ
て
い
る
(
８)
。
こ
の
頃
の
八
文
字
屋
は
、
浄
瑠
璃
関
係
の
出
版
を
柱
と
す
る
経
営
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
娯
楽
作
品
だ
け
を
出
版
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、『
武
将
花
押
集』
の
よ
う
な
実
用
書
も
出
版
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
神
谷
氏
は
、
娯
楽
本
は
ど
れ
ほ
ど
売
れ
る
か
は
流
動
的
で
、
当
た
れ
ば
大
き
な
利
益
を
生
む
が
外
れ
れ
ば
甚
大
な
損
失
も
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
こ
と
、
故
に
内
容
は
や
や
堅
い
が
そ
の
分
確
実
な
売
り
上
げ
が
期
待
で
き
、
経
営
的
リ
ス
ク
を
抑
制
で
き
る
書
物
の
出
版
で
基
盤
を
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
は
、
浄
瑠
璃
本
の
よ
う
な
娯
楽
本
で
は
な
く
、
こ
れ
も
経
営
的
リ
ス
ク
を
抑
制
で
き
る
書
物
と
言
え
よ
う
。
明
暦
か
ら
寛
文
頃
、
八
文
字
屋
は
浄
瑠
璃
正
本
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
書
物
を
出
版
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
す
る
に
、
貞
享
以
前
の
刊
記
を
持
つ
八
文
字
屋
版
は
浄
瑠
璃
本
し
か
見
出
せ
な
か
っ
た
。
四
二
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
山
本
九
左
衛
門
版
、
本
問
屋
版
は
江
戸
版
で
あ
り
、
松
会
版
も
江
戸
版
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
に
江
戸
の
書
肆
に
よ
っ
て
度
々
出
版
さ
れ
た
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
を
、
京
都
の
八
文
字
屋
が
ま
た
出
版
し
た
と
い
う
事
実
は
大
変
興
味
深
い
。
八
文
字
屋
版
よ
り
も
刊
行
が
早
い
明
暦
二
年
版
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
、
寛
文
四
年
山
本
九
左
衛
門
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
(『
浄
土
要
文
抄』)
、
寛
文
六
年
一
月
松
会
版
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
(『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』)
の
三
版
と
、
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
の
本
文
を
比
較
検
討
し
て
み
た
(
９)
。
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
冒
頭
の
｢
朝てう
夕せき
か
ん
き
ん
の
為し
様やう
の
事｣
は
、
各
版
(
明
暦
二
年
版
は
下
巻)
本
文
の
第
三
｢
つ
と
め
さ
ほ
う
の
事｣
の
最
終
段
落
に
相
当
す
る
。
続
く
｢
浄
土
発
願
経｣
の
本
文
は
、
山
本
版
に
は
記
載
が
な
く
、
明
暦
二
年
版
下
巻
第
四
｢
ぜ
ん
だ
う
ほ
つ
ぐ
わ
ん
の
事｣
と
松
会
版
の
第
四
｢
善ぜん
導たう
大だい
師し
発ほつ
願
ぐ
は
ん
の
文もん
の
事｣
の
冒
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
載
る
。
八
文
字
屋
版
に
は
｢
浄
土
発
願
経｣
の
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
山
本
版
は
八
文
字
屋
版
の
底
本
で
は
な
い
。
そ
の
後
は
各
版
と
も
、
発
願
文
の
解
説
が
続
く
。
解
説
部
分
の
本
文
は
、
明
暦
二
年
版
と
松
会
版
と
を
比
べ
る
と
、
概
ね
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
明
暦
二
年
版
下
巻
13
オ
５
行
目
、
18
ウ
６
行
目
の
｢
ざ
い
は
う｣
と
い
う
語
句
は
、
松
会
版
で
は
そ
れ
ぞ
れ
｢
西
方｣
(
９
ウ
８
行
目)
、｢
西
方
さ
い
は
う｣
(
13
ウ
４
行
目)
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。
八
文
字
屋
版
の
６
オ
２
行
目
と
19
オ
２
行
目
に
は
｢
財
宝
ざ
い
ほ
う｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
暦
二
年
版
下
巻
20
オ
５
行
目
に
あ
る
｢
か
つ
て｣
は
、
松
会
版
14
オ
13
行
目
で
は
脱
落
し
て
い
る
が
、
八
文
字
屋
版
で
は
22
オ
６
行
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
明
暦
二
年
版
と
松
会
版
の
第
五
、
第
六
に
該
当
す
る
箇
所
は
、
八
文
字
屋
版
で
は
章
の
変
わ
り
目
で
改
行
さ
れ
ず
、
追
い
込
み
で
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
明
暦
二
年
版
の
目
録
に
は
六
つ
の
章
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
は
章
題
が
な
い
。
松
会
版
で
は
目
録
に
も
本
文
中
に
も
六
つ
の
章
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
本
文
異
同
を
踏
ま
え
る
と
、
八
文
字
屋
版
は
明
暦
二
年
版
に
も
と
づ
い
て
版
下
を
作
成
し
た
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
、
問
題
な
の
は
、
八
文
字
屋
版
に
尾
題
｢
か
ん
き
ん
抄
終｣
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
暦
二
年
版
に
は
、
上
巻
に
も
下
巻
に
も
｢
か
ん
き
ん
抄｣
と
い
う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。
松
会
版
に
は
目
録
題
｢
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄
目
録｣
、
尾
題
｢
か
ん
き
ん
せ
う
終｣
と
あ
る
。
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
四
三
八
文
字
屋
版
は
、
明
暦
二
年
版
と
松
会
版
の
双
方
を
見
る
形
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
家
蔵
本
を
底
本
に
使
用
し
た
。
本
文
は
原
文
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
漢
字
、
異
体
字
は
お
お
む
ね
現
行
の
書
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
私
に
｢
、｣
を
加
え
、
さ
ら
に
改
行
を
施
し
て
読
解
の
便
宜
を
図
っ
た
。
注
(
１)
『
仮
名
草
子
集
成
第
一
巻』
解
題
(
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年)
。
今
回
は
一
九
八
七
年
三
版
に
よ
っ
た
。
(
２)
杉
浦
丘
園
編
『
雲
泉
荘
山
誌
別
冊
第
四
家
蔵
松
会
板
之
書
目』
(
私
家
版
、
一
九
三
四
年)
。
(
３)
日
本
書
誌
学
大
系
九
六
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。
寛
文
六
年
に
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
二
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
か
、『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
か
は
、
未
詳
。
(
４)
｢『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
に
つ
い
て｣
(『
書
誌
学
月
報』
第
一
三
号
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
三
年)
。
(
５)
各
論
｢
仏
教
宣
布
文
学
の
研
究｣
第
八
章
｢
阿
弥
陀
裸
物
語｣
(『
近
世
仏
教
文
学
の
研
究』
、
お
う
ふ
う
、
一
九
九
九
年)
。
(
６)
｢
八
文
字
屋
の
慶
安
四
年
五
月
刊
行
書｣
(『
上
方
文
藝
研
究』
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
五
月)
。
(
７)
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
慶
安
四
年
の
項
。
(
８)
櫻
井
書
店
、
一
九
四
三
年
、
第
三
篇
｢
明
暦
・
寛
文
期
の
浄
瑠
璃｣
一
九
｢
明
暦
寛
文
期
の
正
本｣
。
(
９)
明
暦
二
年
版
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
(
請
求
記
号
は
ナ
４
―
５
１
３
―
１
〜
２)
に
よ
る
(
館
蔵
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
を
用
い
た)
。
寛
文
四
年
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
(『
浄
土
要
文
抄』)
は
家
蔵
本
、
寛
文
六
年
版
『
あ
み
だ
は
だ
か
物
語』
(『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』)
は
柳
沢
昌
紀
氏
所
蔵
本
に
よ
る
。
四
四
翻
刻
朝
夕
て
う
せ
き
か
ん
き
ん
の
為し
様やう
の
事
日
も
や
う 
く
れ
な
ば.
先まつ
仏
に
向むか
ひ
て.
今
日
け
ふ
も
は
や
命
い
の
ち
な
が
ら
へ.
念
仏
を
お
も
ひ
の
ま
ゝ
に
と
な
へ
し
が.
又
今こ
夜よひ
も
過すき.
明あ
日す
も
な
が
ら
へ
て.
定
さ
た
め
な
き
う
き
世よ
な
れ
ば.
い
か
な
る
く
る
し
み
に あふ
へ
き
も
し
ら
ず.
は
や
く
く
か
い｣
１
オ
を
離
は
な
れ
て.
願
ね
か
は
く
は
み
だ
の
御
じ
ひ
を
以もつ
て.
本ほん
願
く
わ
ん
あ
や
ま
た
ず.
来
迎
ら
い
か
う
に
預あつ
り.
も
ろ 
の
く
つ
う
な
く.
往わう
生
し
や
う
さ
せ
給
へ
と.
真
実
し
ん
じ
つ
の
心
ざ
し
を
お
こ
し
て.
善せん
導たう
大たい
師し
の.
発ほつ
願
く
わ
ん
文
の
ご
と
く
心
得
て.
念
仏
し
給
ふ
べ
し.
若もし
此
文もん
を
心
得
す
共.
先
此
文
を
心
ん
得とく
し
て
後のち.
き
え
に
応おう
し
て
念
仏
申
給
へ｣
１
ウ
浄
し
や
う
土と
発ほつ
願
く
は
ん
経
き
や
う
願
ぐ
は
ん
弟で
子し
等とう.
臨りん
命
み
や
う
終しう
時し.
心しん
不ふ てん
倒たう.
心しん
不ふ
錯
し
や
く
乱らん.
心じん
不ふ
失
念
し
つ
ゐ
ん
マ
マ.
心
身
し
ん
し
ん
無む
諸しよ.
苦く
痛つう.
身しん
心じん
快け
楽
如
入
ら
く
に
よ
に
う.
禅ぜん
定
ち
や
う.
聖
し
や
う
衆じゆ.
現げん
前ぜん
乗ぜう
仏ぶつ｣
２
オ
本ほん
願
く
は
ん.
上
じ
や
う
品ほん.
往わう
生
し
や
う
阿あ
弥み
陀た
仏
国
ふ
つ
こ
く.
倒たう
彼ひ
国こく
已い.
得
六
神
通
と
く
ろ
く
じ
ん
づ
う.
入にう
十
方
界
は
う
か
い.
救く
摂せう
苦く.
衆しゆ
生
じ
や
う.
虚こ
空
法
界
く
う
ほ
う
か
い.
尽じん
我が
願
ぐ
は
ん
亦やく.
如によ
是ぜ
発ほつ
願
く
わ
ん
已い.
至し
心しん
帰き
命
み
や
う
阿あ
弥み
陀た
仏ふつ｣
２
ウ
善
導
大
師
ぜ
ん
だ
う
た
い
し
発
願
の
文
発ほつ
願
く
わ
ん
と
は
是.
浄
じ
や
う
土ど
宗しう
の
安
心
あ
ん
じ
ん
な
り.
此
ほ
つ
ぐ
わ
ん
に.
二
の
心
も
ち
あ
り.
一
つ
に
は.
此
世
の
く
わ
ほ
う
を
心
に
か
け
ず.
只たゝ
一
す
ぢ
に.
さ
い
は
う
へ.
わ
う
じ
や
う
せ
ん
と.
ね
が
ひ
も
と
む
る
を.
お
う
さ
う
の
ほ
つ
ぐ
わ
ん
と
い
ふ.
二
つ
に
は.
我
等
へ
い
ぜ
い
申
念｣
３
オ
仏
む
な
し
か
ら
ず.
り
ん
じ
う
に
は
来
迎
ら
い
か
う
に
あ
づ
か
り.
ご
く
ら
く
せ
か
い
に
わ
う
じ
や
う
し
て.
浄
土
の
中
に
お
ゐ
て.
六
つ
う
じ
ざ
い
の
く
ど
く
を
得.
そ
の
ゝ
ち
十
方
せ
か
い
に
ゆ
き
て.
一
切さい
の
し
ゆ
じ
や
う
の.
く
る
し
み
を
す
く
ひ.
仏
の
本ほん
願
ぐ
は
ん
ふ
し
ぎ
の
く
ど
く
を
と
き
き
か
せ.
も
ろ 
の
衆しゆ
生
じ
や
う｣
３
ウ
を.
わ
う
じ
や
う
さ
せ
ん
と.
つ
ね
に
ね
が
ふ
を.
げ
ん
さ
う
の.
ほ
つ
願
と
云
な
り
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
四
五
▲
弟で
子し
等とう
と
は.
一
切
衆
さ
い
し
ゆ
生
し
や
う
こ
と 
く.
あ
み
だ
の
弟で
子し
也.
わ
れ
一
人
に
か
き
ら
ず.
父ちゝ
母はゝ
六
し
ん
け
ん
ぞ
く.
な
い
し
法ほう
界かい
の.
う
ゑ
ん
む
ゑ
ん
へ
だ
て
な
く.
共
に
わ
う
じ
や
う
せ
ん
と.
称せう
名
み
や
う
す
れ
ば.
師し｣
４
オ
匠
し
や
う
の
あ
み
だ
如
来.
其
ま
ゝ
来
迎
ら
い
か
う
し
給
ふ
也
▲
臨りん
命
み
や
う
終じう
時じ
と
は.
つ
ね 
申
念
仏.
こ
と 
く.
り
ん
じ
う
し
や
う
ね
ん
の
た
め
ぞ
と
お
も
ひ.
仏
に
む
か
ひ.
念
仏
申
時
も.
又
は
世せ
間けん
の
い
と
な
み
の
折
ふ
し
も.
た
ゞ
今
こ
そ.
り
ん
じ
う
に
て.
あ
み
だ
如
来.
せ
つ
し
ゆ
し
給
ふ
時
ぞ
と｣
４
ウ
お
も
ひ
取
て.
念
仏
す
べ
し
▲
心しん
不ふ てん
倒たう
と
は.
あ
し
を
上
に
な
し.
か
う
べ
を
下
に
な
し.
物
こ
と
に.
さ
か
さ
ま
に
お
こ
な
ふ
を
い
ふ
也
。
た
ぶ
ん
の
人
つ
ね
に
は.
西
方
へ
わ
う
じ
や
う
せ
ん
事
を
ね
が
へ
ど
も.
り
ん
じ
う
近
付
ば.
仏
の
事
を
う
ち
わ
す
れ.
今
一
た
び
病
や
ま
ひ
ほ
ん
ぶ
く
し
て.
是
か
れ
の｣
５
オ
の
ぞ
み
を
と
げ
ん
な
ど
.ゝ
か
な
は
ぬ
事
を
お
も
ふ
は.
つ
ね
の
心
が
け
と
は.
さ
か
さ
ま
な
り.
た
ゞ
其
ま
う
し
う
を
う
ち
や
ぶ
り.
む
か
ひ
の
世せ
界かい
に
い
た
り
て.
け
ら
く
を
得
ん
と
お
も
ふ
べ
し.
こ
れ
を
て
ん
だ
う
せ
ざ
る
心
と
云
也
▲
心しん
不ふ
錯
し
や
く
乱らん
と
は.
へ
い
ぜ
い
の
あ
ん
じ
ん
の
ご
と
く.
今
り
ん｣
５
ウ
じ
う
た
ゞ
し
く
し
て
。
仏
の
来
迎
ら
い
か
う
を
見
奉
ら
ん
と
。
一
心
に
仏
を
ら
い
し
て
。
財
宝
ざ
い
ほ
う
に
も
心
を
か
け
ず
。
さ
い
し
け
ん
ぞ
く
の
わ
か
れ
も
か
な
し
ま
ず
。
も
つ
は
ら
。
み
だ
の
来
迎
を
心
に
か
け
て
。
一
心
に
わ
う
じ
や
う
の
は
げ
み
を
す
べ
し
。
是
を
あ
や
ま
り
み
だ
さ
ゞ
る
心
と
云｣
６
オ
▲
心しん
不ふ
失
念
し
つ
ね
ん
と
は
。
つ
ね
に
念
仏
を
と
な
へ
ぬ
人
は
。
つ
く
り
を
き
た
り
。
あ
く
ご
う
ぼ
ん
の
う
。
我
心
を
せ
む
る
が
ゆ
へ
に
。
く
る
し
み
ま
さ
り
。
い
よ 
心
き
や
う
ら
ん
し
て
。
た
ま
し
ゐ
外
に
と
び
出
、
只たゝ
い
き
の
を
り 
か
よ
ふ
ば
か
り
也
、
つ
ね
に
後ご
生
し
や
う
を
し
ら
ざ
れ
ば
。
い
ま
わ
の
き｣
６
ウ
は
に
。
お
も
ひ
出
す
べ
き
た
よ
り
も
な
く
。
も
し
す
ゝ
む
る
人
有
て
も
。
く
る
し
み
こ
そ
は
お
も
は
る
れ
。
仏
の
じ
ひ
は
少
も
し
ら
す
。
か
や
う
の
も
の
は
。
わ
う
じ
や
う
は
せ
ず
し
て
。
ぢ
ご
く
に
を
ち
。
う
か
む
期ご
を
し
ら
ず
。
此
ゆ
へ
に
。
つ
ね
に
わ
す
れ
ず
。
と
こ
し
な
へ
に
。
せ
う
み
や
う｣
７
オ
す
れ
ば
。
今
は
の
り
ん
じ
う
に
。
つ
ね 
き
ゝ
つ
る
。
有
が
た
き
事
を
お
も
ひ
出
し
。
い
よ 
念
仏
し
て
。
く
る
し
み
も
な
く
。
往わう
生
し
や
う
す
る
也
。
是
を
し
つ
ね
ん
せ
ざ
る
心
と
い
ふ
也
▲
身
心
し
ん
じ
ん
無む
諸しよ
苦く
痛つう
と
は
。
り
ん
じ
う
に
は
。
い
か
な
る
人
も
。
四
苦く
と
て
。
身
も
く
る
し
み
。
心
も
い
た｣
７
ウ
は
る
も
の
也
。
し
か
る
四
六
に
法
界
ほ
う
か
い
の
。
地ち
と
。
水みつ
と
。
火ひ
と
。
風
と
を.
か
り
あ
つ
め
て
一
人
の
身
と
な
す
。
是
を
一
し
や
う
の
間
。
つ
か
ひ
す
て
ゝ
。
さ
い
ご
に
。
も
と
へ
か
へ
す
と
き
。
地ち
水すい
。
火
風
く
わ
ふ
う
の
。
四
つ
を
引
は
な
す
が
ゆ
へ
に
。
身
心
し
ん
じ
ん
の
く
る
し
み
か
ぎ
り
な
し
。
し
か
る
を
一
か
う
せ
ん
じ
ゆ
の｣
８
オ
心
を
も
つ
て
。
大
じ
大
ひ
の
ち
か
ら
を
あ
ふ
ぎ
。
り
ん
じ
う
正
し
や
う
念ねん
に
し
て
。
て
ん
ど
う
の
し
ん
し
や
く
ら
ん
。
し
つ
ね
ん
の
し
ん
を
の
ぞ
き
て
。
せ
う
み
や
う
ね
ん
ぶ
つ
す
る
と
き
は
。
魔ま
障
し
や
う
に
も
さ
ま
た
け
ら
れ
ず
。
四
苦く
八
苦く
の
。
も
ろ 
の
く
げ
ん
。
こ
と 
く
め
つ
し
て
。
た｣
８
ウ
ち
ま
ち
わ
う
じ
や
う
す
る
也
。
是
を
身
心
し
ん
じ
ん
に
。
も
ろ 
の
く
つ
う
な
し
と
云
▲
身
心
し
ん
じ
ん
快け
楽
如
入
禅
ら
く
に
よ
に
う
ぜ
ん
定
ち
や
う
と
は
。
つ
ね 
念
仏
を
と
な
へ
て
。
仏
を
た
の
み
奉
れ
ば
。
仏
は
一
切さい
し
ゆ
じ
や
う
の
。
三
世
の
因いん
果くわ
を
よ
く
。
し
ろ
し
め
す
が
ゆ
へ
に
。
り
ん
じ
う
の
と
き
。
そ
の
び
や
う
人｣
９
オ
の
ま
へ
に
来
迎
ら
い
か
う
し
給
ひ
。
本ほん
願
く
わ
ん
じ
ん
づ
う
り
き
を
げ
ん
じ
て
。
せ
つ
し
ゆ
な
さ
る
ゝ
ゆ
へ
に
。
や
ま
ひ
は
外
に
あ
れ
と
も
。
少
も
く
る
し
み
な
く
。
こ
ん
じ
き
の
ひ
か
り
を
は
な
し
給
ひ
て
。
な
ん
ぢ
は
是
善ぜん
人
な
り
。
我
が
本ほん
願
く
わ
ん
を
し
ん
じ
て
。
名
み
や
う
号かう
を
と
な
ふ
る
に
よ
り
。
も
ろ ｣
９
ウ
の
罪つみ
め
つ
し
て.
則
な
ん
ぢ
を
む
か
へ
ん
と.
さ
ん
だ
ん
な
さ
れ.
く
わ
ん
を
ん
は.
こ
ん
し
き
の
れ
ん
だ
い
を
か
た
む
け.
び
や
う
人
の
ま
へ
に
か
し
こ
ま
り.
せ
い
し
はママ
ぼ
さ
つ
は.
び
や
う
人
の
い
た
ゞ
き
を
な
で
給
ふ
、
其
時
に
病
ひ
や
う
人
は.
も
ろ 
の
く
を
わ
す
れ.
あ
み
だ
如
来｣
10
オ
の
く
わ
み
や
う
の
中
を
見
れ
ば.
つ
ね
 
と
な
へ
し.
念
仏
の
か
ず
ほ
ど.
こ
ん
じ
き
の
化け
仏ぶつ.
化け
ぼ
さ
つ
や
う
が
う
あ
り
て.
い
さ
や
本
国
ほ
ん
こ
く.
極
楽
ご
く
ら
く
世せ
界かい
に
か
へ
れ
と
て.
さ
そ
ひ
給
ふ
ゆ
へ
に.
び
や
う
人
の
心
中
に
は.
く
わ
ん
ぎ
の
心
外
に
有
て.
く
る
し
み
は
露つゆ
ほ
ど
も
な
し.｣
10
ウ
是
を
身
心
し
ん
じ
ん
。
こ
ゝ
ろ
よ
く
た
の
み
て
。
ぜ
ん
じ
や
う
に
い
る
が
ご
と
し
と
い
ふ
な
り
▲
聖
し
や
う
衆
現
前
乗
仏
本
じ
ゆ
げ
ん
ぜ
ん
ぜ
う
ぶ
つ
ほ
ん
願
ぐ
は
ん
と
は
。
り
ん
じ
う
の
と
き
ば
か
り
念
仏
申
人
は
。
た
ゝ
一
尊そん
の
来らい
迎かう
な
り
。
此
ほ
つ
ぐ
わ
ん
の
文もん
の
ご
と
く
。
あ
ん
じ
ん
け
つ
ぢ
や
う
し
て
。
つ
ね
に
仏
を
お
が
み
奉｣
11
オ
り
。
今
ぞ
り
ん
じ
う
な
り
と
お
も
ひ
と
り
て
。
と
こ
し
な
へ
に
せ
う
み
や
う
す
れ
ば
。
ま
こ
と
の
り
ん
じ
う
の
と
き
。
化け
ぶ
つ
ぼ
さ
つ
。
一
切さい
の
し
や
う
も
ん
。
ぼ
ん
天てん
た
い
し
や
く
の
し
や
う
じ
ゆ
。
を
の 
来らい
迎かう
し
給
ふ
な
り
。
是
則
四
十
八
願
く
は
ん
の
中
に
。
第たい
十
九
の
。
来
迎
ら
い
か
う
の
ぐ
わ
ん
あ｣
11
ウ
り
し
ゆ
へ
に.
仏
の
本ほん
願
く
わ
ん
に
ぜ
う
し
て.
を
の 
き
た
り
給
ふ
も
の
也八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
四
七
▲
上
じ
や
う
品
往
ぼ
ん
わ
う
生
じ
や
う
阿あ
弥み
陀だ
仏
国
ぶ
つ
こ
く
と
は.
ご
し
や
う
を
つ
と
む
る
人
の
心
に
お
ゐ
て.
い
ろ 
さ
ま 
の
ち
が
ひ
有.
此
ゆ
へ
に.
往
生
に
も.
九
品ほん
の
次
第
あ
り.
大
か
た
念
仏
す
く
な
く.
と
な
ふ
る
人
は.
下け
品ほん
下｣
12
オ
生
の
わ
う
じ
や
う
人
な
り.
五
千
返へん
一
万
べ
ん
申
人
は.
中
品
中
ち
う
ほ
ん
ち
う
生
し
や
う
の
人
也
、
三
万
六
万.
な
い
し
十
万
べ
ん
せ
う
み
や
う
す
る
人
は.
上
じ
や
う
品ぼん
上
し
や
う
生
し
や
う
な
り.
さ
り
な
が
ら
信
心
し
ん
じ
ん
の.
う
す
き
ふ
か
き
に
よ
り
て.
わ
う
じ
や
う
の
品しな
か
は
る
事
も
あ
り.
ね
ん
ぶ
つ
申
人
。
此
ほ
つ
ぐ
わ
ん｣
12
ウ
の
心
も
ち
を
わ
す
れ
ず
。
ふ
か
く
お
も
ひ
さ
だ
め
て
。
我
が
た
め
人
の
た
め
と
心
う
れ
ば
。
数かず
の
お
ほ
き
す
く
な
き
に
も
よ
ら
ず
。
み
な
上
じ
や
う
品ぼん
上
生
し
や
う
に
わ
う
じ
や
う
す
る
也
▲
倒たう
彼ひ
国こく
已い
。
得
六
神
通
と
く
ろ
く
じ
ん
づ
う
と
は
。
此
し
や
ば
せ
か
い
に
て
。
三
十
二
さ
う
。
六
じ
ん
づ
う
を
う
る
事
は
。
も
ろ 
の
ぼ｣
13
オ
さ
つ
た
ち
も
。
か
う
に
こ
う
を
か
さ
ね
て
。
無む
量
り
や
う
無む
辺へん
の
間
。
し
ゆ
行
き
や
う
し
て
。
其
後
卅
二
さ
う
。
六
じ
ん
づ
う
を
得
た
ま
ふ
也
。
し
か
る
に
今
此
本ほん
願
ぐ
わ
ん
の
う
へ
に
。
念
仏
す
る
人
は
。
り
ん
じ
う
の
と
き
。
仏
の
来
迎
ら
い
か
う
を
見
て
。
か
た
じ
け
な
し
と
お
も
ひ
。
ま
な
こ
を
ひ
ら
き
。
我
身
を
み
れ｣
13
ウ
ば.
あ
く
ご
う
ぼ
ん
の
う
の
身
を
か
へ.
卅
二
さ
う
の
こ
ん
じ
き
の
は
だ
へ
と
な
り.
こ
が
ね
の
れ
ん
げ
の
う
へ
に
ざ
し.
六
じ
ん
づ
う
を
う
く
る
也.
か
く
の
ご
と
く
成
事
は.
す
こ
し
も
い
つ
は
り
に
あ
ら
ず.
六
ほ
う
の.
も
ろ 
の
仏.
あ
み
だ
き
や
う
の
中
に
を
ゐ
て.
せ
う
こ
に
た
ち｣
14
オ
給
ふ
也
▲
入にう
十
法
界
は
う
か
い.
救く
摂せう
苦く
衆しゆ
生
し
や
う
と
は.
こ
く
ら
く
に
う
ま
れ
て
は.
六
つ
う
を
得
て.
め
に
て
十
方
世せ
界かい
を
見.
耳みゝ
に
て
鳥とり
け
だ
も
の
ゝ
声こゑ
を
も
聞
分わけ.
鼻はな
に
て
あ
ら
ゆ
る
に
ほ
ひ
を
か
ぎ
わ
け.
舌した
に
て
五
味み
の
あ
ぢ
を
な
べ.
身
は
き
よ
く
し
て.
も
ろ 
の
け
が
れ｣
14
ウ
な
く
、
心
は
。
一
切さい
の
事
を
し
る
ゆ
へ
に
。
居い
な
が
ら
十
方
の
し
ゆ
じ
や
う
を
見
て
。
も
ろ 
の
く
る
し
み
に
あ
ふ
も
の
あ
れ
は
。
其
所
と
こ
ろ
に
い
た
り
て
。
ま
た
其
よ
の
こ
く
ど
の
。
苦く
の
し
ゆ
じ
や
う
の
も
と
へ
ゆ
き
。
身
を
千
万
せ
ん
ま
ん
無む
量
り
や
う
に
わ
け
て
。
そ
れ 
の
心
に
し
た
が
ひ
。
仏ふつ
法ほう
を
と
き｣
15
オ
き
か
せ
て
。
わ
う
じ
や
う
さ
せ
し
む
。
是
を
十
方
せ
か
い
に
い
り
。
も
ろ 
の
苦く
の
衆しゆ
生
じ
や
う
を
す
く
ふ
と
い
ふ
▲
虚こ
空くう
法ほう
界かい
。
尽じん
我が
願
く
は
ん
亦やく
如によ
是ぜ
と
は
。
こ
く
う
む
へ
ん
な
れ
ば
。
せ
か
い
も
む
へ
ん
な
り
。
世せ
界かい
む
へ
ん
な
れ
ば
。
し
ゆ
じ
や
う
も
む
へ
ん
な
り
。
其
む
へ
ん
の
し
ゆ
じ
や
う
を
へ｣
15
ウ
た
て
な
く
。
月
日
の
せ
か
い
を
て
ら
し
給
ふ
ご
と
く
に
。
わ
れ
も
人
も
さ
り
き
ら
ひ
な
く
。
共
に
わ
う
じ
や
う
す
べ
し
と
。
大
ぐ
わ
ん
を
お
こ
し
。
念
仏
申
て
り
ん
じ
う
に
。
来
迎
ら
い
か
う
を
ま
つ
。
是
信
心
し
ん
じ
ん
の
ぎ
や
う
じ
や
な
り
。
あ
み
だ
如によ
来らい
四
八
も
因いん
位い
の
と
き
。
か
く
の
ご
と
く
。
大
ぐ
わ
ん
を
お
こ｣
16
オ
し
て
。
す
で
に
あ
み
だ
如
来
と
い
ふ
仏
に
な
り
給
ふ
。
其
あ
と
を
し
た
ひ
て
。
か
く
の
ご
と
く
ち
か
ひ
を
た
つ
べ
し
。
一
切さい
の
し
ゆ
じ
や
う
こ
と 
く
。
わ
う
じ
や
う
し
て
。
ほ
う
か
い
つ
き
な
ば
。
み
だ
の
ぐ
わ
ん
も
つ
き
な
ん
。
い
ま
だ
し
ゆ
じ
や
う
。
わ
う
じ
や
う
し
の
こ
ら
ば
。
み
だ
の
本ほん
願
く
は
ん｣
16
ウ
も
つ
き
ま
じ
と
也
▲
発ほつ
願
く
わ
ん
已い
至し
心しん
。
帰き
命
み
や
う
阿あ
弥み
陀だ
仏ぶつ
と
は
。
さ
き
の
ご
と
く
。
わ
う
さ
う
の
ほ
つ
ぐ
わ
ん
と
。
げ
ん
さ
う
の
ほ
つ
ぐ
わ
ん
と
を
ふ
か
く
お
こ
し
て
。
一
切さい
の
ま
う
ね
ん
を
は
ら
ひ
す
て
て
。
万はん
事じ
の
ぜ
ん
あ
く
を
も
。
こ
と 
く
わ
き
ま
へ
。
身しん
口く
意い
に
。
あ
み
だ｣
17
オ
如
来
の
本ほん
願
ぐ
は
ん
を
。
か
た
じ
け
な
し
と
お
も
ひ
て
。
仏
像
ぶ
つ
ざ
う
に
う
ち
む
か
ひ
。
念
仏
を
と
な
へ
。
其
声こゑ
お
こ
た
ら
ず
。
し
ん
じ
つ
信
心
し
ん
じ
ん
に
さ
う
ぞ
く
し
て
。
ま
つ
た
く
よ
ね
ん
を
お
こ
さ
ず
。
し
ゆ
行
す
る
を
。
決けつ
定
ぢ
や
う
わ
う
じ
や
う
の
人
と
い
ふ
也
。
か
る
が
ゆ
へ
に
。
聖
し
や
う
道
門
だ
う
も
ん
の
心
は
。
ち
ゑ｣
17
ウ
を
き
は
め
て.
し
や
う
じ
を
は
な
れ.
浄
し
や
う
土と
門
の
心
は
。
ぐ
ち
に
か
へ
つ
て.
ご
く
ら
く
に
し
や
う
ず
と
し
め
し
給
ふ.
此
心
を
も
つ
て.
ち
ゑ
さ
と
り
を
う
ち
す
て.
し
ら
ず
は
か
ら
ず.
あ
み
だ
に
よ
ら
い
に
此
身
を
ま
か
せ.
念
仏
さ
へ
申
せ
ば.
其
こ
ゑ
に
つ
き
て.
せ
つ
し｣
18
オ
ゆ
し
給
ふ
と
お
も
ひ
入
て
。
お
こ
た
ら
ず
。
つ
ね
に
せ
う
み
や
う
す
る
人
を
。
じ
や
う
ど
し
う
の
。
ぜ
ん
ち
し
き
と
い
ふ
な
り
。
是
を
し
ん
に
。
み
だ
を
き
み
や
う
せ
よ
と
云
▲
ほ
つ
ぐ
わ
ん
も
ん
。
す
で
に
お
は
ん
ぬ
。
今
す
べ
て
心
を
と
ら
は
。
ね
が
は
く
は
。
わ
が
で
し
の
。
一
切さい
の
浄
じ
や
う
土ど
を
ね
が
ふ｣
18
ウ
も
の.
命
い
の
ち
お
は
ら
ん
と
す
る
と
き
に
の
ぞ
ん
て.
心
に
財
宝
ざ
い
ほ
う
の
事
を
お
も
は
ず.
さ
い
し
け
ん
ぞ
く
の
わ
か
れ
を
か
な
し
ま
ず.
し
う
ぢ
や
く
の
心
を
も
た
ず.
命
い
の
ち
を
お
し
ま
す
し
て.
も
つ
は
ら
念
仏
を
と
な
へ.
来
迎
ら
い
か
う
に
あ
づ
か
ら
ん
と.
無む
二
の
信しん
心じん
を
お
こ
し
て.
西
方
さ
い
は
う
浄
じ
や
う
土ど
を｣
19
オ
お
も
へ
ば.
身
に
も
心
に
も.
も
ろ 
の
く
る
し
み
な
く
し
て.
身
心
し
ん
ん
こ
ゝ
ろ
よ
く
た
の
し
み.
ぜ
ん
じ
や
う
に
入
か
ご
と
く
お
も
ふ
所
へ.
化け
ぶ
つ
化け
ぼ
さ
つ
の
聖
し
や
う
衆じゆ.
其
ま
へ
に
あ
ら
は
れ
給
ひ.
み
だ
如
来
は.
よ
き
か
な
な
ん
ぢ.
わ
が
み
や
う
が
う
を
と
な
へ.
一
心
に
き
み
や
う
す
る
が
ゆ
へ
に.
今｣
19
ウ
こ
そ
む
か
ひ
に
き
た
れ
り.
い
そ
ぎ
此
れ
ん
げ
に
の
り.
わ
れ
に
つ
き
そ
ひ
き
た
れ
と.
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
と
き.
い
よ 
く
つ
う
な
く
し
て.
わ
が
身
を
み
れ
は.
こ
ん
じ
き
と
な
り
て.
た
ち
ま
ち.
上
ぼ
ん
上
し
や
う
に
わ
う
じ
や
う
せ
ん.
か
の
国
に
い
た
り
ぬ
れ
は.
三
十｣
20
オ
二
さ
う
六
じ
ん
つ
う
を
得
て.
十
方
せ
か
い
に.
も
ろ 
の
。
く
る
し
む
し
ゆ
じ
や
う
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
四
九
あ
れ
は
。
身
を
千
万
む
り
や
う
に
わ
け
て
。
ぶ
つ
ほ
う
を
と
き
き
か
せ
。
わ
う
じ
や
う
さ
せ
し
め
ん
と
す
る
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
。
せ
ゞ
ば
ん 
に
身
を
く
だ
き
。
し
ゆ
じ
や
う
を
す
く
は
ん
と｣
20
ウ
す
れ
ど
も
。
く
る
し
み
と
お
も
ふ
事
も
な
し
。
か
く
の
こ
と
く
。
し
ゆ
じ
や
う
を
す
く
ひ
つ
く
さ
ば
。
み
だ
の
ほ
ん
ぐ
わ
ん
も
つ
き
な
ん
。
し
ゆ
じ
や
う
を
す
く
ひ
つ
く
さ
ず
ん
ば
。
み
だ
の
ほ
ん
ぐ
わ
ん
も
つ
き
ま
じ
。
か
く
心
得
て
。
大
ぐ
わ
ん
を
お
こ
し
。
し
ゝ
ん
に
あ
み
だ
に
よ
ら
ひ
を｣
21
オ
き
み
や
う
せ
よ
。
う
た
が
ひ
な
く
。
わ
う
じ
や
う
す
べ
し
と
い
ふ
も
ん
の
心
な
り
。
す
な
わ
ち
き
や
う
に
。
光
く
わ
う
明
み
や
う
遍
照
へ
ん
ぜ
う
。
十
方はう
世せ
界かい
。
念
仏
ね
ん
ふ
つ
衆しゆ
生
じ
や
う
。
摂
取
せ
つ
し
ゆ
不ふ
捨しや
と
ち
か
ひ
給
へ
り
。
此
心
は
。
あ
み
だ
如
来
の
く
わ
う
み
や
う
は
。
あ
ま
ね
く
十
方
の
せ
か
い
を
て
ら
し
給
ひ
。
無む
疑き
の
心
を｣
21
ウ
お
こ
し
て
。
一
か
う
せ
ん
じ
ゆ
に
ね
ん
ぶ
つ
す
る
も
の
を
。
日
月
の
こ
く
ど
を
て
ら
し
給
ふ
ご
と
く
。
こ
と 
く
か
ん
が
み
給
ひ
て
。
す
な
わ
ち
せ
つ
し
ゆ
し
て
。
す
て
給
は
ず
。
あ
る
ひ
は
。
う
た
が
ひ
を
お
こ
し
。
ま
た
は
か
つ
て
。
仏
道
ぶ
つ
だ
う
を
し
ら
ざ
る
も
の
に
は
。
色
々
ほ
う
べ
ん
じ｣
22
オ
ん
づ
う
り
き
を
も
つ
て
。
ぶ
つ
だ
う
を
し
ら
せ
。
つ
い
に
は
お
さ
め
と
り
て
。
す
て
た
ま
は
ず
と
い
ふ
き
や
う
も
ん
也
願
ぐ
は
ん
以い
此し
功く
徳どく
。
平
ひ
や
う
等どう
施せ
一
切
い
つ
さ
い
。
同
発
ど
う
ほ
つ
菩ぼ
提
心
だ
い
じ
ん
。
往わう
生
じ
や
う
安あん
楽らく
国こく
。
是
浄
じ
や
う
土ど
宗しう
一
だ
い
じ
の
心
得
な
り
。
ね
が
は
く
は
。
せ
う
み
や
う
念
仏
す
る
く
ど
く
を
。
わ
れ
一
人｣
22
ウ
に
か
ぎ
ら
ず
。
六
道だう
四
し
や
う
の
。
三
か
い
の
ば
ん
れ
い
に
。
一
味み
平
ひ
や
う
等どう
に
ほ
ど
こ
し
て
。
お
な
じ
く
と
も
に
。
み
ら
ひ
に
わ
う
じ
や
う
す
る
。
ぼ
だ
い
の
こ
ゝ
ろ
を
。
お
こ
さ
し
め
。
み
な
う
ち
つ
れ
て
。
西
方
さ
い
は
う
あ
ん
ら
く
せ
か
い
。
あ
み
だ
仏
の
み
も
と
に
。
さ
ん
け
い｣
23
オ
せ
ん
と
お
も
ひ
ぬ
れ
ば
。
せ
か
い
に
た
に
ん
と
い
ふ
も
の
も
な
く
。
か
た
き
と
お
も
ふ
も
の
も
な
く
。
上
一
人
よ
り
。
下
ば
ん
み
ん
に
い
た
る
ま
で
。
こ
と 
く
。
あ
み
だ
に
よ
ら
い
の
御み
弟で
子し
。
し
ゆ
じ
や
う
は
み
な
き
や
う
だ
い
な
れ
ば
。
が
ま
ん
へ
ん
し｣
23
ウ
う
の
あ
く
し
ん
を
も
た
ず
。
に
く
み
そ
ね
む
心
も
な
く
。
ひ
た
す
ら
に
。
た
か
ひ
に
仏
道
ぶ
つ
だ
う
を
す
ゝ
め
あ
ひ
。
一
へ
ん
の
せ
う
み
や
う
も
。
二
へ
ん
に
ま
す
や
う
に
。
は
げ
む
べ
き
事
な
り
右
一
々
よ
み
お
ぼ
へ
さ
せ
給
ひ
て
。
心
を
一
ま
ひ
ぎ
し
や
う
の
ご
と
く
心
得
。｣
24
オ
ほ
つ
ぐ
わ
ん
を
よ
み
。
光
く
わ
う
明
み
や
う
遍へん
照せう
の
も
ん
を
と
な
へ
。
つ
ぎ
に
あ
く
し
ん
ま
う
ね
ん
の
お
こ
ら
ぬ
ま
で
。
き
こ
ん
に
を
う
じ
て
。
念
仏
を
と
な
へ
。
お
は
ら
ん
と
す
る
時
に
。
ぐ
わ
五
〇
ん
い
し
く
ど
く
を
と
な
へ
て
。
只たゝ
今いま
ぞ
り
ん
じ
う
な
り
。
あ
や
ま
た
ず
す
く
ひ
取
給
へ｣
24
ウ
と
。
な
に
こ
ゝ
ろ
も
な
く
。
か
つ
し
や
う
し
た
ま
ふ
べ
し
。
こ
れ
よ
り
へ
ち
の
事
は
な
く
候
。
か
く
の
ご
と
く
つ
ね
に
わ
す
れ
ず
。
し
ゆ
ぎ
や
う
し
た
ま
へ
ば
。
こ
の
よ
は
あ
ん
を
ん
そ
く
さ
い
に
し
て
。
な
に
事
も.
お
も
ふ
事
一
々
か
な
ひ
。
り
ん
じ
う
に
は｣
25
オ
し
や
う
ね
ん
に
し
て
。
ぼ
た
い
を
得
た
ま
ふ
事
。
う
た
が
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
か
ん
き
ん
抄
終
寛
文
六
丙
午
年
仲
夏
八
文
字
屋
八
左
衛
問ママ
板｣
25
ウ
八
文
字
屋
版
『
あ
み
だ
か
ん
き
ん
抄』
解
題
・
翻
刻
五
一
